























































































































































































































































































ピックの公式記録である、『The XIth Olympic Games Berlin』（1936）には、次のように記されている（訳
は筆者による）。
  In the jump-off where the bar had to be lowered to 4.15 m, Sefton did not clear this height, although the 
two Japanese competitors were successful. The second and third places were not awarded to the two 
Japanese after another jump-off, but at the command of the Japanese team leader, who gave Nishida 






  The Japanese, Nishida and Oe, both jumped 4.25 metres. The Japanese team leaders awarded Nishida 
second and Oe third place.
  日本人の西田と大江はともに4.25メートル飛びました。日本のチームリーダーは、西田に2位、大江に
3位を与えました。
16 「男の背中4西田修平」（『中央公論』108-5所収）。ちなみにここには、大江に渡したメダルを「しばらく
して大江氏のお兄さんが銀・銅のメダルを半分ずつつないで持参」し、「戦後、戦死した大江氏の遺品か
ら出てきて、初めて世に知られる」とある。
17 なお、初稿提出後に「祖国に捧げた責任感　世界に印象づけた“友情”」とした記事を確認した。これ
は1942年11月19日付け『読売新聞』記事である。大江の戦死とともに選手としての活躍を伝えたものと
なっている。「西田修平君と二、三位をゆづり合つた“分割メダル”は全世界に“大江の友情”を印象づ
けた」とされている。「友情」「譲る」といった表現がみられる初出である。戦死した大江を称える「美
談」が、戦後の「友情のメダル」へと変化する起点とみるべきであろう。さらに調査を進める。
27 ◆
18 『改訂版国語の本　五年　上』（二葉株式会社、1952）。なお、この前には大江が監督に「かんとく、す
みませんが、この競技はやめさせてください。西田さんは、私の大先ぱいです（略）」と頼み、西田が「い
いえ、それはいけません。大江選手はわかくて、まだまだしょう来のあるひとです。（略）二位は、大江
君にあげてください。」と主張する、というシーンが描かれている。
19 一方、明確に『民族の祭典』を「参考試写」し、「全然関係ない」ものを目指したという市川崑の『東
京オリンピック』（1965年）は、選手のみならず「役員とか掃除する人だとか」を含めた様々な「人」の
感情を映像から描き出した点で対照的だったといえよう。（市川崑×沢木耕太郎「映画とオリンピック」
（石井正己編『1964年の東京オリンピック：「世紀の祭典」はいかに書かれ、語られたか』（河出書房新社、
2014）所収）。なお市川はリーフェンシュタールの撮り直しについて「僕は僕なりに感じたオリンピック
を映画として撮るわけだから、競技としての後撮りは一切すまい」と述べている。
20 『広報まいづる』№381（1984）には、舞鶴市総合体育館に「大江季雄選手顕彰像」を作成したことが記
されている。この原型は1942年に松木庄吉によって製作され、行方不明となっていたが、「大江選手の遺
族や西田修平さんに、新聞記事のコピーなどを送り、東京の体育施設などに保存されていないか、調べて
もらっていた」ところ、西田から「『胸像の実物が、慶應大学にある』との知らせが入」ったという。1982
年には大江の母校西舞鶴高校に銅像が建立され、この際の式典にも西田は駆けつけている。
